
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,670.65 0.02% ▲3.47% ▲12.14% ▲15.55%

＜ご参考＞

TOPIX（東証株価指数）
3,965.81 ▲2.46% ▲3.06% 6.71%

国内リート見通し

マーケットの動き（2026年10月19日～10月23日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2025年9月30日～2026年10月23日）

情報提供資料

2026年10月26日

日銀の追加利上げ観測の高まりを背景に国内リート市場は調整し、割安感が出てきて

います。業績面では、オフィスや住宅を中心に金融コスト増加を上回る賃料引き上げ

ができていることに加え、継続的な売却益還元による分配金利回りの引き上げや成長

性の維持向上の動きがみられます。金利上昇懸念が後退すれば、出遅れ解消の動きに

なるとみています。

国内各種資産利回り
2026年10月23日時点

21.88%

投資環境見通し（2026年10月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月23日

国内リート市場は、金利上昇懸念が和らげば出遅れ解消へ

先週の国内リート市場は、前週末比でほぼ横ばいでした。

週初は下落したものの、長期金利が週を通じて低下基調で推移したことなどが支援材

料となり国内リート市場は持ち直し、ほぼ横ばいで週を終えました。

セクター別では、オフィスセクターが上昇した一方、住宅セクター、商業・物流等セ

クターは下落しました。
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